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相
変
わ
ら
ず
の
コ
ロ
ナ
禍
、
第

七
波
の
爆
発
的
な
感
染
者

の
中

．

猛
暑
の
中
で
の
マ
ス
ク
生
活
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ
ん

は
炎
天
下
で
の
お
仕
事
こ
苦
労
さ

ま
で
あ
り
ま
す
。

五
月
の
定
時
総
会
も
．
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
多
く
の
会
員
に
お

集
ま
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ず

来
賓
の
こ
臨
席
も
ま
ま
な
ら
ず
人

員
を
絞
う

て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。そ
う
し
た
状
況
下
で
あ
り
ま
し

た
が
昨
年
度
の
実
績
は
、
発
注
者

各
位
か
ら
の
発
注
に
加
え
て
会
員

の
皆
さ
ん
の
こ
尽
力
も
あ

っ
て
前

年
度
比
百
十

一
％
と
創
業
以
来
最

高
の
契
約
高
を
示
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
．
会
員
の
増
強
で
は
高

齢
法
の
七
十
歳
雇
用

へ
の
転
換
等

も
あ

っ
て
増
加
に
転
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
事
量
と

会
員
数
は
シ
ル
バ
ー
の
両
輪
で
す

が
、
仕
事
が
あ

っ
て
も
働
く
会
員

が
少
な
く
な

っ
て
は
恒
久
的
な
発

展
は
望
め
ま
せ
ん
。
会
員

一
人
ひ

と
り
が
仲
間
の
勧
誘
を
お
願
い
し

ま
す

．
も
う

一
つ
の
難
問
は
消
費
税
の

イ
ン
ポ
イ
ス
制
度

へ
の
移
行
で
す
．

会
員
の
皆
さ
ん
は
消
費
税
の
免
税

個
人
事
業
者
で
す
が
、
こ
の
制
度

が
適
用
さ
れ
る
と
免
税
事
業
者
の

税
納
入
が
生
じ
て
、
発
注
者

・
シ

ル
バ
ー

去
ム
員
の
い
ず
れ
か
が
消

費
税
分
を
新
た
に
負
担
し
な
く
て

は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
報
酬
よ

り
も
社
会
参
加

・
健
康
維
持
に
重

き
を
お
い
て

「
い
き
が
い
就
業
」

を
し
て
い
る
会
員
に
適
用
す
る
こ

と
は
．
地
域
社
会
の
活
力
低
下
を

も
た
ら
す
も
の
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

構
成
三
村
の
議
会

へ
特
例
措
鷹

の
実
施
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

し
採
択
さ
れ
て
、
関
係
機
関

へ
要

望
書
を
提
出

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
政
府
等
の
動
き
を
注
視
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い
中
皆
さや
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ん
に
は
熱
中
症

も
含
め
て
事
故

の
な
い
就
業
を

切
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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・　
　
令
和
四
年
度
の
定
時
総
会
は
．
五
月
三
十

¨

給
会
の
議
長
に
は
根
羽
村
の
片
桐
龍
男

さ
ん
が
就
任
し
．
令
和
三
年
度
事
業
報
告

及
び
同
収
支
決
算
報
告
の
承
認
．
令
和
三

年
度
補
正
予
算
．
令
和
四
年
度
の
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
、
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
規
程
が
大
き
く
改
正
さ
れ
た
報
告

な
ど
が
上
程
さ
れ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
等
で
は
、
年
度
末
の
会
員
数
は

一
五
八
名
で
昨
年
度
末
に
比
べ
七
名
減
少
．

会
員
の
拡
大
を
図
る
た
め

「会
員
一人
一
会

員
入
会
」
を
お
願
い
し
て
き
た
が
入
会
者
は

十
名
、
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
退
会
者
が
十

七
名
と
多
く
い
た
。
今
後
は
新
た
な
会
員
の

拡
大
と
併
せ
．
高
齢
で
も
就
業
で
き
る
体
制

作
り
と
会
員
の
退
会
抑
止
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

契
約
状
況
に
つ
い
て
は
．
県
下
の
多
く

の
セ
ン
タ
ー
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
で
契
約
額
が
減
少
す
る
中
．
当
セ
ン

タ
ー
は
高
齢
者
施
設
や
観
光
関
連
で
大
幅

な
受
注
減
が
あ
っ
た
が
．
公
共
の
受
注
や

民
間
の
大
口
受
注
が
あ
り
．
契
約
額
は
昨

年
度
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。
受
託
・

派
）Ｅ
の
就
業
延
べ
日
数
は
八
．
九
八
八
日

（前
年
度
比
９
９
・
３
４
％
）
で
し
た
が
．

契
約
額
は
五
．
六
六
四
万
円

（同
―
―

―
・
２
％
）
と
過
去
最
高
と
な
り
．
第
二

次
中
期
五
ヶ
年
計
画
の
当
年
度
の
目
標
値

と
比
較
す
る
と
会
員
数
は
十
七
〇
名
に
対

し
一
五
八
名
だ
が
．
契
約
額
は
五
．
二
〇

二
万
円
に
対
し
五
．
六
六
四
万
円
と
目
標

を
達
成
で
き
た
。

総
会
に
先
立
ち
行
う
予
定
の
役
員
表
彰

三
名
及
び
永
年
会
員
表
彰
九
名
の
表
彰
式

は
行
わ
す
．
そ
れ
ぞ
れ
の
紹
介
が
さ
れ
．

表
彰
状
・
記
念
品
は
個
別
に
配
付
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
．
例
年
総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た

講
演
会
等
も
今
回
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

■■■

日

（月
）
に
阿
智
村

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ー
館

２

階
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
咸
銑
不
拡
大
防
止

の
た
め
今

年
度
も
委
任
状
に
よ
る
議
決
権

の
行
使
を
推

奨
し
役
員
を
中
心
に
十
九
名

の
出
席

（委
任

状

出

席

百
十

六

名

）

に

よ

り

．
手

指

の
消

毒

・
マ
ス
ク
着
用
な
ど
感
染
防
止

に
努
め
．

短
時
間

で
の
開
催

に
な
り
ま
し
た
。
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役
員
表
彰

塩
澤
　
ヂ
文
　
阿
智
村
浪
合

（理
事
四
期
八
年
）

高
柳
　
紀
一　
根
羽
村

（理
事
四
期
八
年
）

櫻
丼
　
茂
男
　
阿
智
村
清
内
路

（理
事
三
期
六
年
）

（役
員
と
し
て
三
期
六
年
以
上
在
籍
、
セ
ン
　

＾

タ
ー
の
運
営
・発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
）
　

　

．

表
彰
規
程
に
よ
り
、
役
員
表
彰
三
名
、
永

年
会
員
表
彰
九
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
（敬
称
略
）

永
年
会
員
表
彰

倉
田
　
宗
一　
阿
智
村
春
日

片
桐
　
貞
夫
　
根
羽
村

稲
垣
　
節
雄
　
根
羽
村

石
原
　
幾
男
　
根
羽
村

石
原
美
恵
子
　
根
羽
村

熊
谷
　
光
栄
　
阿
智
村
智
里

下
島
　
礼
子
　
阿
智
村
駒
場

三
宅
　
克
久
　
根
羽
村

片
桐
　
俊
男
　
根
羽
村

（会
員
と
し
て
十
年
以
上

在
籍
．
事
業
活
動
に
積
極

的
に
参
加
さ
れ
た
方
）

プ

半
峡
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躙
．
膠

生
■
０
０１
年

涯
現
役
を
め
ざ

※
シ
ル
バ
ー
事
務
局
か
ら

嘉
寺
さ
ん
に
は
平
成
２９
年
か
ら
会
員
互
助
会
の

会
長
と
し
て
こ
尽
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
の
マ
レ
ツ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
何
時
も
上

位
の
成
績
を
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
セ
ン
タ
ー
開
設
後
の
平
成
２１

年
―
月
入
会
さ
れ
、
人
生
１
０
０
年

・

生
涯
現
役
を
め
ざ
し
て
、
こ
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
に
①
シ
ル
バ
ー

ヘ
の
入
会
動

機
②
シ
ル
バ
ー
で
の
就
業
状
況
③
趣
味

④
健
康
に
気
を
付
け
て
い
る
事
⑤
今
後

の
抱
負
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

〓
ヨ

一 〓
′
″
¨

Ｃ
仕
事
を
し
た
い
こ
と
と
．
多
く
の
人
と

知
り
合
い
に
な
り
た
か

つ
た
。

Ｃ
以
前
は
水
道
施
設
の
草
刈
り
や
ホ
テ
ル

の
庭
の
管
理
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
会
員
互
助
会
の
役
員
と
し
て
の
仕

事
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

Ｃ
マ
レ
ツ
ト
ゴ
ル
フ
と
車
で
の
ド
ラ
イ
ブ
。

④
運
動
を
す
る
こ
と
と
歩
く
こ
と

（犬
の

散
歩
で
２
０
０
０
歩
）

阿
智
村
清
内
路

嘉
寺
　
耕
作

昭
和
１３
年
１
月
生
ま
れ

一０
元
気
で
マ
レ
ツ

ト
ゴ
ル
フ
の
各

種
大
会
に
出
る

事
。

７０
歳
よ
り
豊
橋
か
ら
単
身
移
住

７３
歳

年
金
暮
ら
し
だ
け
で
は
厳
し
い
も
の
を
感

じ
て
い
た
時
、
石
原
正
和
さ
ん
と
出
会
い
紹

介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
シ
ル
バ
ー
人

材
に
登
録
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

現
在
の
就
業
は
．
草
刈
り
を
始
め
色
々
な

仕
事
の
依
頼
を
受
け
て
い
ま
す
。

大
勢
の
職
歴
の
伸
問
達
と
出
会
い
楽
し
く
喜

ら
し
て
お
り
ま
す
。

世
の
中
に
役
立
て
る
自
分
を
発
見
で
き
た

事
に
喜
び
を
感
じ
．
日
々
充
実
の
時
を
過
こ

し
て
お
り
ま
す
。
感
謝
――

就
業
に
当
た
り
安
全
に
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
は
．
う
ま
く
い
っ
た
ら
儲
け
も
の
は
タ

メ
ー
・　
そ
な
え
よ
常
に
１

春

・
夏

・
秋
の
仕
事
は
あ
り
が
た
い
の
で

す
が
．
冬
期
活
躍
の
場
所
が
あ
れ
ば
と
――

根
羽
村
柴

田
　
健

有
り
が
た
い
シ
ル
バ
ー
人
材

「突
然
こ
れ
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
言

わ
れ
、
入
会
間
も
な
い
私
は
何
を
書
い
て

い
い
の
か
わ
か
ら
ず
ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。

私
は
体
調
を
崩
し
て
今
ま
で
の
仕
事
を

辞
め
て
、
先
輩
方
に
は
失
礼
か
と
思
い
ま

す
が
六
十
過
ぎ
た
ら
な
か
な
か
再
就
職
は

無
理
と
か
言
わ
れ
諦
め
て
い
ま
し
た
が
、

先
に
入
会
し
て
い
る
夫
．
兄
の
進
め
て

「シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
お
い
た
ら
い
い

よ
」
と
言
わ
れ
名
前
だ
け
で
も
と
入
会
す

る
事
に
し
ま
し
た
。

現
在
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
は
、
知
り
合
い

か
ら
誘
わ
れ
ゴ
ル
フ
場
で
．
ポ
ー
タ
ー
．

掃
除
、
洗
濯
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、
自
分

の
好
き
な
趣
味
の
ゴ
ル
フ
に
関
わ
る
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

毎
日
で
は
な
く
忙
し
い
時
だ
け
で
す
が
、

お
客
様
と
笑
顔
で
接
し
て
楽
し
み
な
が
ら

仕
事
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
事
を

根
羽
村
松
下
　
記
子

矩
ら
な
け
れ
ば
私

は
働
く
事
は
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な

い
で
す
。
も

っ
と

大
勢
の
方
に
入

っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

製
造
業
工
場
勤
務
を
退
社
し
、
家
に
い

て
時
間
を
持
て
余
し
て
い
た
の
で
．
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

就
業
の
多
く
は
依
頼
さ
れ
た
場
所
の
草
刈

り
が
主
な
作
業
で
す
。

刈
払
機
の
使
用
が
多
く
．
会
員
の
皆
様

に
刈
払
機
の
機
能
他
．
取
替
刃
の
研
磨
等

を
親
切
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

草
刈
り
作
業
は
危
険
を
伴
い
多
く
の
会

員
と
作
業
を
す
る
た
め
．
作
業
に
当
た

っ

て
は
．
会
員
間
の
距
離
を
置
き
．
斜
面
で

は
上
下
作
業
を
行
わ
な
い
な
ど
安
全
に
は

充
分
注
意
し
て
い
ま
す
。

`llll!'1:1'嗜
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動

阿
智
村
駒
場

熊
谷
俊
宣

シ
ル
バ
ー

ヘ
は
．
知
人
の
紹
介
と
チ
ラ

シ
を
見
て
入
会
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
の
シ
ル
バ
ー
で
の
就
業
は
．

駐
車
場
の
整
理
ゴ

ア
ン
ト
張
り
．
草
刈
り

作
業
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
ま
だ
三
か
月
余

り
で
す
が
．
こ
れ
か
ら
も
作
業
前
の
安
全

確
認
を
き
ち
ん
と
行
い
、
事
故

・
ケ
ガ
の

無
い
よ
う
に
し
て
．
頑
張

っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
．

阿
智
村
駒
場

松
村
　
辰
夫

-3-
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鮨
伸
轟
林
組
曹

日
】油
Ｉ
継

森
林
組
合
が
営
む
昼
神
荘
は
、

元
々
組
合
員
が
研
修
が
で
き
、
体
も

癒
す
こ
と
の
で
き
る
保
養
施
設
と
し

て
運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
五

十
五
年
に

一
般
の
方
に
も
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
温
泉
旅
館

へ
と
か

た
ち
を
変
え
、
四
十
年
以
上
た
く
さ

ん
の
お
客
様
に
ご
利
用
頂
い
て
い
ま

す
。

当
館

の
料

理

に
は
地

元

産

の
食

材
が

多

く

使

わ
れ

て
お

り
県
内

外

の
お
客

様

に
大

変
好

評

頂

い

て
お
リ

ぐ

ま
す
。
中
で
も
信
州
な
ら
で
は
の

「鯉
の
甘
露
煮
」
は
地
元
の
方
に
大

人
気
で
す
。
秋
に
は
自
慢
の
松
茸
料

理
が
他
に
は
な
い
量
、
価
格
で
味
わ

え
ま
す
の
で
是
非
こ
利
用
下
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
に
は
、

宿
直
業
務
を
お
願
い
し
、
外
来
入
浴

の
受
付
、
夜
間
の
施
設
管
理
等
で
大

変
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
宿

泊
施
設
で
休
館
日
が
少
い
中
、
少
人

数
の
会
員
さ
ん
が
交
代
で
対
応
し
て

く
だ
さ
り
、
お
客
様
に
安
心
し
て
過

こ
し
て
頂
く
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
か
ら
調
理
補
助
、
清
掃

も
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、

頼
り
に
し
て
お
り

ま
す
の
で
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

七
月
十
四
日
に
会

員
の
親
睦
と
健
康
維

持
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
を
会
員
互

助
会
と
共
催
で
阿
智

村
の
わ
い

・
Ｗ
ａ
ｌ

公
園
で
マ
レ
ツ
ト
ゴ

ル
フ
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者

十
九
名
が
〓
丁

四
人
の
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
夏

・
秋
コ
ー
ス
の
十
八
ホ
ー

ル
で
和
気
あ
い
あ
い
と
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
本
所
管
内
か
ら
十
五
名
、

根
羽
事
務
所
管
内
か
ら
四
名
で
し
た
。

第

一
位
は
ス
コ
ア
五

一
の
下
原
秀
男

さ
ん
で
し
た
。
第
二
十
七
番
ホ
ー
ル

で
鈴
木

一
平
さ
ん
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
達
成
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
十
月
に
第
二
回
の
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
こ
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

成
　
績

一
位
　
下
原
秀
男
さ
ん

　

（駒
場
）

ス
コ
ア
　
五

一

二
位
　
山
田
す
み
子
さ
ん

（駒
場
）

ス
コ
ア
　
六
三

三
位
　
嘉
寺
耕
作
さ
ん

（清
内
路
）

ス
コ
ア
　
六
五

鍵
巌
響
の
ご
紹
介

■ ■

少子高齢化により、地域ではあなたの手助けを待つている方がいます。

60歳を過ぎたら知識・経験を活かしシルバー人材センターで活躍しませんか。

庭本の剪定、草刈 り・草取 り、車の運転、障子・網戸の張替、

昼神温泉での仕事などできる方大歓迎です。

入会資格は、阿智村、平谷村、根羽村にお住まいの方で健康で働く意欲のある60歳以上の方です。
入会は随時受け付けていますので、センターヘお問い合わせください。

(公社)下伊那西部シルバー人材センター (電話43-2244)根羽事務所 (電話49-2108)

1
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第29号 下伊那西部シルバー便リ 令和 4年 9月 10曰

「いつまでも1働く喜び 無事故から」
安全就業全国統一スローガン (R2年からR4年度)

チエブクロー

令和4年度 県連合会

安全。適正就業対策推進の重点目標 分・塩分補給、適度な休憩、日よけ対策で

熱中症を防ぎましよう。

では令和4年度も熱 |

入 し 就業

り、通院

長野県シリ1′′ヽ一人材センター連合会による安全就業推進研修会 (KY活動指導者養成研修)が.県下5ブロックに分かれて

開催され、当センターでは6月 28日に駒ヶ根伊南SCで開催の研修会に佐藤昭三副理事長が参加しました。研修内容は危険

≪目標 >́ 完 険ゼロ・
1.安全ミーティングの完全実施

2.安全装備使用の徹底
3健 康診断受診及び健康体操の奨励
4交 通事故防止
5安 全・適正委員会.推進員による安全対策の点検と
徹底による事故防止体制の確立 (4年度追加項目)

予知訓練「事故事例危険予知訓練」で、パワーボイントによりKYTの進
め方等の模擬演習が行われました。

今回はコロナ禍にあり密をさけて実技演習は行わず、事故事例A～ Kに

ついて事故原因 (現状把握・事故原因).再発防止策について参加者が
それぞれ拾い出した後、原因・対策を取りまとめたものが配られました。

今までの事故防止の対策は、発生した事故の原因を調査し類似事故の

再発防止策を行うという手法が基本でしたが.これからの安全就業対策

は、自主的に就業場所や作業にひそむ「危険」を見つけ出し、事前に的確

な安全対策を講する方向になってきています。

KY活動の手法を知つていただき、作業前の7分間ミーテイングで会員
の健康確認、現場や作業に0そむ危険を皆で共有し安全就業に努めて
いただきたいと思います。

:: ::

安全就業推進研修会

7月 21日に県連合会から宮下安全・適正就業対策推進委員、内田安全・適正就業パトロール指導員.黒岩業務担当(3

名).当センターからは鈴木安全・適正就業委員長以下9名により行われました。

現場は阿智村駒場の体耕地と土手の草刈りで作業員4名、連合会の委員から班長さんに朝のミーティングやシートな
ど安全に対する取り組み状況の間き取りや、作業の様子について観察が行われました。

バトロール終了後の講評では、概ね点検項目はクリアされているが、顔面保護具はフルフェイスを奨励しているので、

自分の身を守るためにも極力使用されたい。

蜂の抗体検査、呼び子笛の携帯等良い見本としたいとのことであつた。
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令た 1三 9月 loョ 下伊那西部シルバー便り 第29号

令和5年10月から消費税の新たな制度が始まります。

インボイス制度 (適格請求書保存方式)について

役務の提供

料 金
シルバー

人材センター 配分金

配分金11.000円
(うち消費税1.000円 )

11.000円
●ち消費税 1.000円 )

センターとしては、遺」上盛塞罰出重■ooo日 ―■21こ」ころ消劃 ,壼額■,QQg:1=0円 となり
消費税納税の必要が無い

《イ ン ボ イ ス 制 度 施 工 後 》 配分金額11.000円 (本体 10,000円 +消費税1,000円 )のケース

仕事の完成 役務の提供

料 金
シルバー

人材センター 配分金 〈
ム
［員

配分金11.000円
(うち消費税1.000円 )

11.000円
(うち消費税1.000円 )

｀
、.             〕

`仕

入税額控除不可

センターとしては、理 ■2登重税壼艶DQQ巴 ―仕入L奎慈釜自萱狙額o日 =■000円 となり
1,000円を納税しなければならない

発注者

発注者

（四
年

一
月
か
ら
）

村
松
　
辰
夫
　
　
阿
智
村
駒
場
　
　
一二
月

安
藤
　
　
隆
　
　
阿
智
村
伍
和
　
　
四
月

松
下
　
記
子
　
　
根
羽
村
　
　
　
　
四
月

神
麻
　
　
隆
　
　
平
谷
村
　
　
　
　
五
月

熊
谷
　
秀
子
　
　
阿
智
村
駒
場
　
　
五
月

渡
邊
　
一
之
　
　
平
谷
村
　
　
　
　
六
月

石
原
　
重
松
　
　
根
羽
村
　
　
　
　
七
月

藤
城
由
紀
子
　
　
根
羽
村
　
　
　
　
七
月

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編

集

後

記

颯̈
「［枷叫］〕］犠動̈
師』大一師

′，
・́
宅
わ
出
て
、
．
、

屋
外
で
巨
佳
ヾ
　
　
　
　
　
　
‥

ｔ
き

　

・

柵̈̈
削
一鰈
・輔
．６．

¨̈̈
議̈』一一一”褻̈［̈一̈

さ難ｍ・た「̈い′哉́「つ一■に努めていなれ

蠍
ね
。％
に

議一一け一』・蹴卿肛”性“計聴ゎ漱

広
報
啓
発
部

ー

ヽヽ´

センターから会員の皆さんに支払う配分金には、発注者から預かつた10%の消費税が含まれています。この
消費税は本来税務署に納めるものですが、年間の課税売上額が1,000万円以下の会員の皆さんは消費税免除
事業者となるため納める必要はありません。インボイス制度導入後も、この免税基準は変わりません。

《現 行》(令和5年9月 30日まで)
シルバー人材センターが会員に支払う配分金について見ると、発注者から受け取つた消費税込みの金額をそ
のまま会員に支払つているため仕入税額控除100%となり、センターとして納税は生じません。
《インボイス制度施行筆》
インボイスを介在した取引のみ「仕入税額控除」が導忍められることとなります。インボイスを交付できるのは、
税務署長に申請して登録を受け実際に納税している事業者のみです。
シルバーの会員は、原則免税事業者のため、センターとしては会員に支払う配分金に含まれる消費税額分につ
いて、仕入税額控除を行うことが出来ず、お支払いした消費税相当額を新たに納税する必要が生じ、センター運
営に大きな影響が出ます。この財源をどうするのか引き続き検討して行きます。(経過措置あり)

《:見  イラ》 配分金額11,000円 (本体10,000円 +消費税1,000円)のケース

仕事の完成


